
第３学年 国語科学習指導案 

 

１ 単元名 

   誰に投票する？ ―複数の文章を読んで考えよう― 

 

２ 単元の目標 

（１）具体と抽象など情報と情報との関係について理解を深めることができる。 

〔知識及び技能〕（２）ア 

（２）文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や考え方について考えること

ができる。                〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ 

（３）言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切に

して、思いや考えを伝え合おうとする。         「学びに向かう力、人間性等」                    

  

３ 本単元における言語活動 

  論説などの文章を比較するなどして読み、理解したことや考えたことについて検討する活

動。 

  （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（２）ア） 

 

４ 評価規準 

  

５ 単元について  

（１）本単元を貫く言語活動と扱う教材 

  本単元では、同じテーマについて書かれた３つの文章を批判的に読む活動を行う。これは、

中学校学習指導要領国語編（平成 29 年告示）の第３学年、〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ

読むことのア「論説や報道などの文章を比較するなどして読み、理解したことや考えたこと

について討論したり文章にまとめたりする活動」を踏まえている。 

  中学３年生は義務教育を修了する年であり、３年後にはすべての生徒が選挙権を取得する

ことになる。選挙で自分が誰に投票するかを決めるためには、各候補者の公約を批判的に読

み、誰に投票するのかを検討することが必要になってくる。そのため、選挙を想定した言語

活動を行うことで、社会生活で活用できる力として、文章を批判的に読む力を育んでいく。 

中学校学習指導要領国語編（平成 29 年告示）において、文章を批判的に読むとは「文章に

書かれていることをそのまま受け入れるのではなく、文章を対象化して、吟味したり検討し

たりしながら読むことである」とされている。そのため、本単元において「批判的に読む」

ことは、「多角的に本文を読み、本文に書かれている内容を吟味すること」とする。本単元で

は他人の考えを鵜呑みにしないようにするために、他者の意見も参考にしながらそれぞれの

文章を批判的に読み、自分の知識や経験と結び付けて考えていく。 

  本単元では、教科書に掲載されている３つの文章の筆者を選挙の候補者と想定し、それぞ

れの文章に書かれている内容をただ読むのではなく、誰の提言を支持するかという視点で読

んでいく。誰の提言を支持するか決める過程で、「環境問題を解決するために有効か。」「別の

見方や捉え方はできないか。」「実現は可能か。」という３つの観点を提示する。そうすること

で文章に書かれていることをそのまま受け入れるのではなく、文章を対象化して、吟味した

り検討したりしながら、文章を批判的に読む力を育んでいきたい。 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①具体と抽象など情報と情報

との関係について理解を深

めている。 

        （（２）ア） 

①「読むこと」において、文章

を批判的に読みながら、文

章に表れているものの見方

や考え方について考えてい

る。（Ｃ（１）イ） 

①文章を批判的に読み、自分

は誰の提案を支持するか粘

り強く考えようとしてい

る。 



  本単元で扱う３つの文章は、「環境問題を解決するために、今、何が必要か」というテーマ

について、３人の筆者の提言が書かれている。具体的には、１人目の真鍋淑郎氏は、根拠と

して科学的なデータを挙げ、現状や原因を正しく理解することを提言している。２人目の伊

勢武史氏は、日常での私たちの消費活動を事例として挙げ、社会全体で環境問題に取り組む

仕組みづくりをすることを提言している。３人目の堅達京子氏は、一部企業で始められた取

組を事例として挙げ、一人一人が行動することを提言している。このように、それぞれの文

章に書かれている提言の内容や事例には違いがある。そのため、文章の内容について、自分

の知識や経験と比べて納得できるか否かを検討しながら自分の考えをまとめていくよう指導

していく。 

 

（２）本単元で身に付けさせたい力 

   本単元の言語活動を通して、「文章を批判的に読みながら、文章に表れているものの見方や

考え方について考える」力を身に付けさせたい。本単元では、批判的な視点をもって文章を

読むために、１つのテーマに対して異なる立場の３人によって書かれた文章を読み、誰の提

言を支持するか決める活動を行う。 

   近年、SNS などの普及により、子どもたちはさまざまな人の考え方や情報に触れる機会が

多くなった。だからこそ、それらの情報を鵜呑みにするのではなく、一人一人が批判的な視

点をもって情報と向き合うことが求められている。多様な情報に対して批判的な視点をもっ

て向き合うためには、情報の信ぴょう性等も考える必要があるが、今回は教科書教材を扱う

ことで、信頼できる情報であることを前提としたうえで批判的な読みを行う。そうすること

で、信頼できる発信元の情報であっても、その内容について鵜呑みにするのではなく、自分

の知識や経験と結び付け、批判的に読む力を身に付けさせたい。そのため、今回は選挙とい

う場を想定した活動を設定した。そして本単元での学習を通して、今後、どんな情報に対し

ても鵜呑みにするのではなく、自分の知識や経験と結びつけ、必要な情報を自分で取捨選択

していく力を身に付けさせたい。 

 

 

６ 指導と評価の計画（全５時間） 

時 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

○本単元の目標を理解し、学習の見通し

をもつ。 

 

○３つの文章を読み、それぞれの文章で

提言されていることを確認する。 

 

  

２ 

〇それぞれの筆者はどんな事例に基づい

て提言していたか、提言と事例のつな

がりを確認する。 

 

〔知識・技能〕① 

 

発表ノート① 

３ 
〇それぞれの提言を観点ごとに３段階で

評価し、順位づけする。 

〔思考・判断・表現〕① 発表ノート② 

４
（
本
時
） 

〇グループで意見を交流する。 

 

○グループでの活動を通して、最終的に

誰に投票するか自分の考えをまとめ

る。 

 

〔思考・判断・表現〕① 

 

発表ノート② 

５ 
〇どんな理由で投票したかを全体で確認

する。 

〔思考・判断・表現〕① 

〔主体的に学習に取り

Google フォーム 



 

〇単元の振り返りを行う。 

 

〇全体で投票結果を確認する。 

 

組む態度〕① 

 

７ 指導計画 （全５時間） 

時 主たる学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法 

１ ○本単元の目標を理解し、学習

の見通しをもつ。 

・生徒会選挙の際、各立候補者の

公約を読み、なぜその人に投

票するのか明確な理由をもっ

て投票できたか振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇環境問題としてどんな問題が

実際に起きているか、また、環

境問題を解決するために何が

必要だと思うか、ペアで交流

する。 

 

〇ペアで話し合ったことを全体

で共有する。 

 

〇３つの文章を読み、それぞれ

の提言内容を確認する。 

 

・今回の学習のポイントは、「与え

られた情報を鵜呑みにしないこ

と」であることを伝える。 

・自分が誰に投票するか考えていく

過程で、それぞれの提言を読み、

与えられた情報を鵜呑みにするの

ではなく吟味して、文章を読む活

動を行うことを説明する。 

・今回の生徒会選挙同様、実際の選

挙はほとんどが競争選挙であるこ

とに触れる。 

・そして３年後自分たちが投票する

ときに、どんな視点で候補者を選

べばよいかを考えるために、今回

は３人の筆者を候補者だと想定し

て学習を進める。 

 

 

予想される生徒の反応 

・環境問題 

→地球温暖化、異常気象、森林伐採 

・取組 

→レジ袋有料化、電気自動車の普

及、使い捨てカイロの回収 

 

 

 

 

・提言の内容とその根拠を全員が共

通認識できるよう、本文の内容を

整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 

 

〇それぞれの筆者はどのような

事例に基づいて提言していた

か整理する。 

 

・なぜそのような提言をしているの

か、根拠となる事例を見つけさ

せ、全体で提言と事例のつながり

を整理する。 

〔知識・技能〕① 

発表ノート① 

提言と事例のつな

がりを理解してい

る。 

３ 〇学習活動の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

〇それぞれの提言に対し、観点

ごとに「〇」「△」「×」の３段

階で評価する。 

 「〇」・・・肯定 

→本文中の該当箇所に赤で線を

引く。 

 「△」・・・どちらとも言えな      

      い 

 「×」・・・否定 

→本文中の該当箇所に青で線を

引く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇現時点でどの提言が良いと思

うか、順位付けする。 

 

 

 

 

・前時で確認した内容を振り返り、

本時ではそれぞれの提言に対して

観点ごとに評価し、順位付けする

ことを説明する。 

 

考える観点 

①別の見方や捉え方はできないか？ 

→「本当に？」と突っ込めるところ

はないか。 

②環境問題を解決するために有効

か。 

③実現は可能か。 

 

・「△」を付けた観点について、

「〇」や「×」にならない理由を

教科書の余白にメモをし、次回の

グループワークで意見を聞けるよ

うにするよう伝える。 

・全員の提言の全ての観点に評価が

書き込めなくてもよいことを伝え

る。 

・評価を付ける際、本文中に書かれ

ていることと自分の知識や経験を

結び付けて考えるよう指示する。 

・必要に応じて、ギガタブを使用し

て知りたい情報を調べてもよいこ

とを伝える。 

 

・早く終わった生徒は、線を引いた

箇所が、考える観点のどの観点の

内容に当てはまるか考え、①～③

の番号をふるよう伝える。 

 

・番号をふれた生徒は、線を引いた

箇所についての自分の考えやグル

ープワークで班員に聞きたいこと

〔思考・判断・表

現〕① 

発表ノート② 

それぞれの提言に

ついて観点ごとに

吟味し、順位付けし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



などを教科書の余白にメモしてお

くよう伝える。 

４
（
本
時
） 

〇学習の見通しをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

〇前時に考えた内容に基づきグ

ループで意見を交流する。 

・「〇」をつけた生徒 

→本文の中で赤い線を引いた部

分を挙げたうえで「〇」をつけ

た理由を説明する。 

・「△」をつけた生徒 

→なぜ「〇」や「×」にならない

のか、迷っている部分や一人

では分からなかった部分につ

いて説明する。 

・「×」をつけた生徒 

→本文の中で青い線を引いた部

分を挙げたうえで「×」をつけ

た理由を説明する。 

 

 

 

○グループでの活動などを通し

て、最終的に誰に投票するか

自分の考えをまとめる。 

 

・合意形成を図るためのグループワ

ークではなく、他者の考えを聞く

ことで、自分自身が多角的に考え

ることがグループワークの目的で

あることを説明する。 

 

 

・できるだけ同じ筆者に対して１位

にした人と３位にした人が混ざる

ようにグループを構成する。 

 

グループワークのポイント 

①「△」がついている部分につい

て、「〇」や「×」をつけた人と

意見を交流する。 

②同じ人に対する同じ観点に対し、

グループ内で違う評価がついてい

る箇所について意見を交流する。 

 

 

 

・同じグループではなかった生徒の

意見も参考にできるよう、一度発

表ノートと教科書の写真を撮った

ものを提出し、提出箱を「学習者

同士で提出物を閲覧できる」設定

にしておく。 

 

〔思考・判断・表

現〕① 

発表ノート② 

グループワークを

通して、再度それぞ

れの提言について

観点ごとに吟味し、

順位付けしている。 

 

５ 〇前時の学習を振り返る。 

 

 

 

〇前時に入力した Googleフォー

ムの回答の中から、選んだ理

由の部分だけをスプレッドシ

ートで表示し、クラスメイト

がどんな理由で誰に投票した

のか、全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

・自分がどんな理由で誰に投票した

のか振り返らせる。 

 

・本単元では、一つのテーマに対し

て３つの文章を読んだこと、自分

の考えだけでなく、他人の考えも

聞いたことを振り返り、それが

「批判的な読み」であることに気

付かせる。 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕

① 

Google フォーム 

３つの文章を読み、

各提言の内容を吟

味し、なぜその人を

選んだのか理由を

説明することがで

きている。 

 

 

 

 



○単元の振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇Google フォームを使い、クラ

スで投票結果を集計する。 

 

 

・今後多くの情報に触れていく中

で、目の前の情報をすぐに鵜呑み

にするのではなく、批判的な視点

でそれぞれの情報と向き合うこと

が必要不可欠であることに触れ

る。 

 

 

・集計結果を表した円グラフを、大

型テレビに映す。 

 

〔主体的に学習に

取り組む態度〕① 

Google フォーム 

自分は誰に投票す

るか粘り強く考え

ようとしている。 

 

 

８ 本時の計画（４/５時間目） 

（1)本時の目標 

 ・他者と意見を交流することで、それぞれの提言について多角的に考えることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ         

 

 (2)本時の展開 

 

学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導
入
（
５
分
） 

〇本時の見通しをもつ。 ・本時では、よりいろいろな視点で

誰に投票するか考えられるよう

にするために、他者と意見を交流

することを伝える。 

 

 

 

 

 

グループやクラスメイトの意見を聞いて、それぞれの候補者の提言について、い

ろいろな視点で考えよう。 



展
開
（
３
５
分
） 

〇前時に考えた内容に基づき、グ

ループで意見を交流する。 

（15 分） 

意見交流の内容 

・〇をつけた生徒 

→なぜその提言に共感できるの

か、本文の中で赤い線を引いた

部分を挙げたうえで理由を説明

する。 

・△をつけた生徒 

→本文のどの部分には納得・共感

できて、どの部分には納得・共

感できないのか説明する。 

・×をつけた生徒 

→なぜその提言に共感できないの

か、本文の中で青い線を引いた

部分を挙げたうえで理由を説明

する。 

 

○グループでの活動などを通し

て、最終的に誰に投票するか自

分の考えをまとめる。（20 分） 

生徒の活動 

①あらためて教科書に赤線や青線

を引き、そこに対する自分の考

えを余白に記入する。 

②自分の考えを記入した教科書の

写真を撮り、それを貼り付けた

発表ノート②を提出する。 

 

・グループはそれぞれの筆者に対

する評価が全く同じにならない

ようにする。 

・各グループ４人でメンバーを構

成する。 

・できるだけ同じ筆者に対して１

位にした人と３位にした人が混

ざるようにグループを構成す

る。 

・自分と同じような理由で、違う評

価をつけている人はいないか、同

じ評価をつけているが、違う理由

を挙げている人がいないか、とい

う視点をもてるとよいことを伝

える。 

 

 

・同じグループではなかった人の意

見も読めるように発表ノートの

提出箱を閲覧できるよう開放し

ておく。 

・グループの人の意見を鵜呑みにす

ることがないよう、当初自分はど

のように考えて順位付けしてい

たのかふりかえり、考えるよう指

示する。 

 

〔思考・判断・

表現〕① 

発表ノート② 

グループワーク

を通して、再度そ

れぞれの提言に

ついて観点ごと

に吟味し、順位付

けしている。 

 

 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

 

〇振り返りを記入する。 

・グループワークをしてみて感じ

たことや考えたこと、新しく気

づいたことなど。 

・最初に自分だけの考えで評価をつ

けたときと、他人の考えも踏まえ

て投票した今とで、３人の筆者に

対する意見やその根拠に変化は

あったかということに着目させ

る。 

 

 

（３)本時の評価基準 

 ・他者と意見を交流することで、それぞれの提言について多角的に考えることができている。        

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）イ 

 

 

 

 

 

 

 

 

C の生徒に対し

ては、グループや

クラスメイトの

意見を参考に、誰

の意見が自分の

考えに近いか考

えさせ、その理由

を自分の言葉で

説明するよう促

す。 



９ 単元の観点別学習状況の評価の総括  

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

Ｂ
と
判
断
さ
れ
る 

生
徒
の
状
況 

・文章を読み、情報と情報と

の関係（提言と事例の関

係）について理解し、まと

めている。 

（発表ノート、観察） 

・文章を批判的に読みなが

ら、自分の知識や経験と

結び付け、自分が誰を支

持するか考えられてい

る。 

（発表ノート、ワークシ

ート、観察） 

・文章を批判的に読み、自分は

誰の提案を支持するか粘り

強く考えようとしている。

（ワークシート、観察） 

 


